
新
年
が
明
け
、
テ
レ
ビ
で
は
恒
例
の
よ
う
に
帰
省
客

や
旅
行
客
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
す
が
、
昨
年
の
旅
行

し
て
み
た
い
都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
（
ブ
ラ
ン
ド
総
合

研
究
所
調
べ
）
で
１
位
は

年
連
続
ト
ッ
プ
の
北
海
道
。

11

雄
大
な
自
然
や
、
海
産
物
な
ど
の
グ
ル
メ
が
目
当
て
で

人
気
の
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
北
海
道
と
秋
田
の
つ

な
が
り
は
対
外
情
勢
が
変
動
す
る
江
戸
時
代
後
半
か
ら

増
え
て
き
ま
す
。
秋
田
藩
の
海
防
に
関
し
て
は
、
過
去

の
古
文
書
倶
楽
部
（

号
～

号
、

号
）
や
平
成

9

12

44

18

年
度
企
画
展
な
ど
で
詳
細
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
回
は
別
の
視
点
か
ら
北
海
道
（
蝦
夷
地
）
と
の
つ
な

が
り
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
幕
府
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た

内
容
は
「
東
西
蝦
夷
地
御
六
家
江
御
引
渡
ニ
付
公
儀
よ

り
向
々
江
御
達
之
手
続
之
写
」
（
Ａ
Ｈ
三
一
二
―
九
七
）

に
よ
る
と
、
領
地
と
し
て
マ
シ
ケ
（
増
毛
）
、
レ
フ
ン
シ

リ
（
礼
文
島
）
、
リ
イ
シ
リ
（
利
尻
島
）
、
ソ
ウ
ヤ
（
宗

谷

紋
別
境
の
枝
幸
ま
で
を
含
む
）
が
、
警
衛
地
と
し

て
は
ハ
ツ
カ
イ
（
抜
海
）
か
ら
ノ
ツ
シ
ャ
フ
岬
（
野
寒

布
岬
）
ま
で
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
場
所
で
の
買
入
品
の
値
段
に
つ
い
て
の
資
料
も
残

さ
れ
て
お
り
、
図
１
で
示
し
た
「
マ
シ
ケ
場
所
産
物
并

諸
品
土
人
よ
り
買
入
置
値
段
書
」
（
県
Ｂ
―
五
一
二
）
な

ど
が
そ
の
例
で
す
。
レ
フ
ン
シ
リ
・
リ
イ
シ
リ
お
よ
び

ソ
ウ
ヤ
の
各
場
所
で
も
同
様
の
資
料
が
あ
り
、
図
２
は

そ
れ
ら
に
記
載
さ
れ
て
い
る
品
名
の
一
覧
で
す
。
図
２

の
№

～

は
海
産
物
で
あ
る
鮭
や

鯡

、
鱈
、
お
よ
び

に
し
ん

た
ら

1

13

加
工
品
が
見
ら
れ
ま
す
。
№

～

で
は
薪
や
茅
、
厚
子

ア

ツ

シ

14

32

と
呼
ば
れ
る
織
物
、
蝦
夷
キ
ナ
と
い
う

筵

、
多
様
な
蝦

む
し
ろ

夷
細
工
等
が
み
ら
れ
、
№

以
降
に
は
狩
猟
で
得
ら
れ

33

る
獣
皮
類
や
万
能
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
熊
膽
（
熊
胆
）

く
ま
の
い

な
ど
の
軽
物
も
あ
り
、
多
種
多
様
な
品
目
の
取
り
引
き

か
る
も
の

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
熊
膽
に
関
し
て
は
、「
色
々
合
冊
之
部
」

（
Ａ
Ｓ
三
一
二
―
二
六
―
二
）
の
中
で
、
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
老
中
土
井
大
炊
頭
（
利
厚
）
か
ら
の
命

に
よ
り
佐
竹
義
厚
が
上
納
し
た
記
録
も
残
っ
て
お
り
、

全
国
的
に
も
重
宝
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
し
、

前
述
の
値
段
書
で
は
「
代
米
八
升
入
」
で
「
十
一
～
十

五
俵
」
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
か
な
り
高

級
品
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
旧
阿
仁
町
で
は

戦
後
間
も
な
い
頃
ま
で
薬
売
り
が
多
く
い
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
市
販
の
医
薬
品
が
増
加
す
る
近
年
ま
で
貴
重

な
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

話
を
戻
し
て
、
図
１
の
写
真
の
一
品
目
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
「
一

煎
海
鼠
三
百
ニ
付

代
米
八
升
入
壱
俵

」

い
り
な

ま

こ

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
一
俵
は
三
斗
か
ら
五
斗
が

一
般
的
で
す
が
、
そ
れ
が
米
一
俵
が
八
升
に
な
っ
て
お

り
、
他
藩
の
資
料
で
も
同
様
の
基
準
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
数
字
を
み
る
と
、
蝦
夷
地
と
各
藩
と
の
交
易
の
姿

勢
が
垣
間
見
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
の
蝦
夷
地
に
は
豊
富
な
産

物
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
雄
大
な
自
然
と
と

も
に
多
く
の
魅
力
が
あ
る
地
で
あ
る
こ
と
が
現
在
も
人

気
が
あ
る
理
由
で
し
ょ
う
。
秋
田
県
も
多
く
の
魅
力
を

発
信
し
て
活
気
づ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
【
一
関
修
二
】

＜図２＞

№ 品名 № 品名 № 品名

1 鮭 17 蝦夷キナ 33 熊膽

2 白子 18 秣（まぐさ） 34 熊皮

3 煎海鼠 19 羽箒 35 獺(ｶﾜｳｿ)皮

4 干鮑 20 簾 36 貂(ﾃﾝ)皮

5 干数の子 21 榀(しな)網 37 狐皮

6 干白子 22 榀網・小目網 38 水豹(ｱｻﾞﾗｼ)皮

7 干鱈 23 榀細縄 39 蝶鮫(ﾁｮｳｻﾞﾒ)

8 身欠鯡 24 蝦夷細工・ 茶台

9 外割鯡 25 　〃　・ 手拭掛

10 筒鯡 26 　〃　・ 間切鞘

11 笹目 27 　〃　・ 糸巻　

12 鯡〆粕 28 　〃　・ 杓子　

13 鯡油 29 　〃　・ 茶壺　

14 茅 30 　〃　・ 匕[匙] 

15 薪 31 　〃　・ 平袖　

16 厚子(ｱｯｼ) 32 　〃　・ 筆立　

＜下記資料から作成＞

＜産物・諸品＞　　　　 ＜軽物・小皮類＞

「マシケ場所産物并諸品土人より買入置値段書」（県Ｂ-512）
「リイシリ･レフンシリ産物并諸品土人より買入値段書」（県Ｂ-515）

「ソウヤ場所産物并諸品土人より買入値段書」（県Ｂ-525）
「マシケ場所軽物并小皮類土人より買入置値段書」（県Ｂ-513）
「ソウヤ場所軽物并小皮類土人より買入置値段書」（県Ｂ-524）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
公
文
書
館
お
よ
び
古
文
書
倶
楽
部
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

蝦
夷
地
に
お
け
る
豊
か
な
産
物

～
秋
田
藩
と
の
買
入
置
値
段
書
か
ら
～

＜図１＞

「マシケ場所産物并諸品土人より買入置値段書」

（県Ｂ－512）
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慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
八
月
十
八
日
に
秀
吉
が
伏

見
城
で
没
す
る
と
、
朝
鮮
出
兵
以
来
対
立
し
て
い
た
加

藤
清
正
ら
の
武
断
派
と
石
田
三
成
ら
の
文
治
派
の
抗
争

が
一
気
に
表
面
化
し
、
翌
年
に
武
断
派
の
諸
将
が
大
坂

城
の
石
田
三
成
を
襲
撃
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。

司
馬
遼
太
郎
の
『
関
ヶ
原
』
と
い
う
小
説
の
中
に
、

家
康
と
本
多
正
信
が
会
話
し
て
い
る
場
面
が
あ
り
ま
す
。

「
三
成
め
は
、
よ
く
逃
げ
お
お
せ
た
な
」

「
思
わ
ぬ
護
衛
が
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「
思
わ
ぬ
護
衛
と
は
」

「
佐
竹
義
宣
で
ご
ざ
い
ま
す
る
」

三
成
の
有
力
な
友
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
窮
地
を
救
っ
た
の
が
佐
竹
義
宣
で
し

た
。
果
た
し
て
こ
の
事
件
の
史
料
的
根
拠
は
何
な
の
か
。

こ
の
時
期
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
当
館
の
史

料
に
、
「
義
宣
家
譜
」
（
Ａ
Ｓ
二
八
八
―
八
―
三

「
佐

竹
第
二
十
一
世
義
宣
家
譜
」
）
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

「
佐
竹
家
譜
」
は
、
元
禄
時
代
に
岡
本
元
朝
が
中
心
に

な
っ
て
、
そ
の
編
纂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
実
質
の
編
纂

者
は
中
村
光
得
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
）
厳
密
に
言
う
と
「
佐

竹
家
譜
」
と
い
う
の
は
、
後
世
史
料
群
を
ま
と
め
て
名

付
け
た
呼
称
で
、
当
主
ご
と
に

諱

を
つ
け
た
「
（
当
主

い
み
な

名
）
家
譜
」
と
い
う
の
が
本
来
の
史
料
名
で
す
。

全
体
と
し
て
は
初
代
義
光
か
ら
三
十
代
義
厚
ま
で
の

全
六
十
巻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
当
館
所
蔵
の
「
義

宣
家
譜
」
は
十
二
巻
の
う
ち
六
巻
し
か
現
存
し
て
お
ら

ず
、
し
か
も
焼
損
部
分
が
あ
り
ま
す
。
十
二
巻
す
べ
て

の
写
本
が
東
大
史
料
編
纂
所
に
あ
り
、
平
成
元
年
に
東

洋
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
佐
竹
家
譜
』（
原
武
男
校
訂
）

は
、
東
大
本
を
も
と
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
当
館
史
料

の
欠
損
部
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
は
、
翻
刻
さ
れ
た
『
佐
竹
家
譜
』
か
ら
、
慶
長
四

年
閏
三
月
条
の
記
述
を
見
て
み
ま
す
。

慶
長
四
年
巳
亥
閏
三
月
、
浅
野
幸
長
、
黒
田
長
政
及

び
朝
鮮
在
陣
の
諸
将
、
石
田
三
成
と
不
和
、
党
を
結
で
、

三
成
が
旧
悪
を
挙
て
前
田
利
長
卿
に
訴
ふ
。
利
長
卿
喪

に
居
て
果
さ
ず
。
此
に
於
て
諸
将
兵
を
発
し
て
是
を
殺

さ
ん
と
す
。
三
成
殆
ど
危
し
。
義
宣
伏
見
に
在
て
是
を

聞
て
東
義
久
を
し
て
先
づ
往
し
む
。
相
馬
義
胤
其
席
に

在
て
往
ん
と
謂
ふ
。
諾
、
義
久
と
同
く
行
し
む
。
既
に

し
て
義
宣
自
ら
大
坂
に
赴
き
、
三
成
を
し
て
乗
輿
せ
し

「佐竹第二十一世 義宣家譜 三」(ＡＳ288-8-3)

め
、
自
ら
騎
乗
し
て
伏
見
に
帰
る
。
諸
将
、
三
成
を
追

て
伏
見
に
至
り
、
内
府
に
訴
へ
て
三
成
を
誅
せ
ん
と
請

ふ
。
内
府
是
を
許
さ
ず
。
諸
将
に
諭
し
て
曰
く
、
太
閤

の
喪
未
だ
期
年
に
だ
も
及
ば
ず
。
況
や
幼
君
の
時
に
至

て
私
の
恨
を
以
て
漫
に
干
戈
を
起
し
、
天
下
を
騒
動
せ

し
む
べ
か
ら
ず
。
急
や
か
に
兵
を
退
く
べ
し
と
。
且
つ

三
成
に
謂
て
曰
く
、
諸
将
の
鬱
憤
皆
卿
に
起
る
。
暫
く

職
を
辞
し
て
、
退
て
佐
和
山
に
蟄
居
す
べ
し
。
〈
後
略
〉

以
上
の
話
の
根
拠
は
「
古
老
の
説
に
出
づ
」
と
表
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
田
領
内
や
常
陸
で
の
史
料
収
集
に

よ
り
、
家
譜
が
編
纂
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
情
報

の
中
で
、
内
府
（
家
康
）
と
三
成
の
関
わ
り
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

司
馬
遼
太
郎
は
膨
大
な
史
料
の
収
集
家
と
し
て
知
ら

れ
、
自
宅
で
あ
る
大
阪
の
記
念
館
に
は
、
何
万
冊
と
い

う
本
が
並
ん
で
い
ま
す
。
司
馬
が
「
義
宣
家
譜
」
を
読

ん
で
い
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
小
説
と
は
い
え
細

か
な
史
料
に
ま
で
目
を
通
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。（
「
義

宣
家
譜
」
で
は
参
考
史
料
と
し
て
他
に
「
慶
長
軍
記
」「
太

閤
記
」
「
秀
吉
家
譜
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
）

古
老
の
伝
と
は
い
え
、
関
ヶ
原
の
戦
か
ら
百
年
程
後

に
収
集
し
た
情
報
の
中
に
あ
る
の
は
、
同
時
代
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
信
憑
性
の
あ
る
話
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
て
、
家
康
と
三
成
の
対
立
は
決
定
的
と
な
り
、

翌
年
の
関
ヶ
原
の
戦
へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
義
宣
と
三
成
の
関
係
は
、
関
ヶ
原
の
戦
に
お
け
る

関
東
で
の
義
宣
の
動
き
へ
の
伏
線
と
な
っ
て
い
き
、
そ

の
後
の
秋
田
移
封
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
し
た
。

【
佐
藤

隆
】

佐
竹
義
宣
は
石
田
三
成
を
救
っ
た
か
？

～
慶
長
四
年
の
「
義
宣
家
譜
」
か
ら
～


